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補正後の歳入歳出予算の総額が補正後の歳入歳出予算の総額が

151億1,613万3千円となりました。151億1,613万3千円となりました。
●委員長　川野　精一　　●副委員長　豊永　貞夫
●委　員　宮﨑　保・平田　清吉・仲村　勝治・永山　芳宏総務文教委員会報告

組織機構の見直し

　人吉市部設置条例の一部が改正され、市長公室
が廃止となり、総務部に統合されることになりま
した。改正後の条例は 25 年 4 月 1 日から施行さ
れます。

政務調査費は政務活動費へ。使途の透明性の
確保が明記されました

　地方自治法の一部を改正する法律が公布され、
政務調査費は政務活動費と改称されました。「要請・
陳情活動費」と「会議費」が対象項目に追加され、
条文に「議長は提出された収支報告書について必
要に応じた調査を行う等、政務活動費の適正な運
用を期すとともに、使途の透明性の確保に努める
ものとする」と明記されています。

体育施設の指定管理者は引き続き体育協会が
行います

　平成 24 年度末で 5年の契約期間が終了する体育
施設の指定管理団体、NPO法人人吉市体育協会は、
行政の審査を経て、25 年度からも引き続き 5年間、
市の体育施設の管理を行います。

アジアをめざせ！地域起点型アジア市場プロ
ジェクト事業

　内閣府の補助採択を受けて実施予定の本事業は、
東南アジアにおける市場ニーズを調査し、本地域
農産品の海外進出の可能性をプロジェクト研究会
を立ち上げて探ります。必要経費 1000 万円の増額
補正を承認しました。

学校施設の整備すすむ

　国の経済対策事業として実施する人吉西小学校
の大規模改修事業や、第三中学校特別支援学級の
新設に伴う補正予算を承認しました。

学校図書館の蔵書整備・充実に関する陳情を
採択

　24年 6月から視察等を重ね、継続して審査を行っ
て来ました本陳情は、各方面からの現状及び意見
聴取を行い、賛成多数で採択することに決まりま
した。

中原小図書室（一角には畳のコーナーも）
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　平成24年12月定例会を11月27日から12月17日までの21日間の日程で開催しました。

一般会計補正予算は一般会計補正予算は
　　歳入歳出へ各3億9,963万 2千円を追加し　　歳入歳出へ各3億9,963万 2千円を追加し

　市民の良好な生活環境の確保並びにごみの減量
化及び資源化等の促進を図り、環境行政の発展に
寄与するため、人吉市環境対策基金を設置するこ
とに伴い、人吉市環境対策基金条例を制定しまし
た。
　平成 24 年４月１日から、指定ごみ袋業務の見直
しが行われ、ごみ処理手数料として市の歳入とし
ていますが、平成 24 年度人吉市衛生員連合会総会
において、連合会特別会計残金及び緊急対策積立
金収入の約２千万円を市に移管することを全会一
致で承認されたため、衛生員連合会からの移管金

を受け入れるために、条例を制定するものです。
　この基金は、第６条に規定してある費用以外に
支出することはなく、環境行政にだけ限定するこ
とになりま
す。衛生員
連合会から
もそのよう
な申し出が
あっており
ます。

財政調整基金繰入金を１億3千万円減額、基
金積立金に7千万円を積立

　国民健康保険事業特別会計は、平成 23 年度に
おいて、予想以上の繰越金が発生し、また、24 年
度の医療費予測が予算内で対応可能なため、財政
調整基金１億３千万円の取り崩しを行わず減額し、
新たに繰越金の一部を基金積立金として 7千万円
を積み立てました。
　しかし、平成 25 年度当初予算編成においては、
厳しい状況が予測されます。

市民健診のぼり旗追加作成

　市民健診啓発用のぼり旗を追加作成します。１
年経過して、劣化が目立ち、交換を含めて、目立
つところに使用されます。

　なお、24年 10 月 11 日現在で、受診率は、34.2％
という状況にあります。まだまだ、目標値には達
していません。
　皆さん、市民健診を受診してほしいものです。

●委員長　笹山　欣悟　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　高瀬　堅一・村口　隆・田中　哲・三倉　美千子厚生委員会報告

《 環境対策基金条例を制定 》

《 国民健康保険事業特別会計 》

市民健診啓発用のぼり旗
病気予防の第一歩　市民健診を受診しましょう。
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【対象地域に悲願の水を！】

　川辺川総合土地改良事業組合は、人吉市、錦町、
多良木町、相良村、山江村、あさぎり町（旧須恵村、
旧深田村）を構成団体として、昭和 47 年に設立さ
れた一部事務組合です。国営土地改良事業を推進
するため、多岐にわたる事務事業を行ってきまし
たが、利水訴訟での国の敗訴や事業休止等を受け
事務量も減り、さらに平成 24 年度をもって最後の
職員が定年退職となります。このため、9 月に開
かれた同組合議会定例会において、同組合を 24 年
度をもって解散し、協議会へ移行させる方針が決
定されました。
　この 12 月定例会に解散についての議案が上程さ
れ、審査の中で、今後の方針としての「個別水源」
と「国営並み」の 2点について質問が集中しました。
委員会としては、今後、水を望む地域に、1 日で
も早く届けることができるよう事業の行く末を見
守ることを共通認識として、認めることに決しま
した。

【新たに13名の雇用を創出】

　県の基金を活用し、地域雇用創出推進費に 421
万 1 千円を増額。これは墓地環境安全確認調査事
業や、国産キクラゲの生産拡大を図る人吉産キノ

コのブランド化推進事業として、新たに 13 名の雇
用を行うものです。
　また、農林水産業費に、来年２月に九州経済産
業局との共催で計画しているキーパーソン事業の
経費や、農業振興課職員を九州農業成長産業化連
携協議会の経営連携インターンシップ事業（異業
種交換留学）を活用し、南島原市の株式会社雲仙
きのこ本舗への研修に要する旅費などが計上され
ています。
　今回、人吉きのこ生産組合関連事業に対しての
質疑が集中しましたが、委員会としても事業の成
功を願った上で認めることに決しました。

●委員長　村上　恵一　　●副委員長　井上　光浩
●委　員　大塚　則男・犬童　利夫・西　信八郎・森口　勝之経済建設委員会報告

川辺川総合土地改良事業組合が解散し協議会に移行

戸越鹿目線道路災害復旧工事
平成 24年６月の梅雨時に発生した災害箇所の復旧工事が
行われます。

中原跨線橋上部架替工事
光生病院桜並木前に架かる橋が平成 24年度～ 25年度で
整備されます。

岩本中神線改築工事
中原小学校プール前の拡幅工事が行われます。
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【これまでの経緯と庁舎の現状】
　昭和37年に庁舎本館が完成以来、約50年が経過。
平成 12 年に庁舎を移転する動きがあり、執行部側
で研究委員会が設置されています。その後、平成
13 年に耐震診断を行い、「震度５強で何らかの被
害が起こることも予想される」という結果が出て
います。同 13 年 12 月に市議会に市庁舎建設に関
する特別委員会が設置され、市民側からは、九日
町を中心とした中心市街地や、旧木材市場跡地の
あった西部地区、現在の別館がある南部地区から
も庁舎移転の陳情があっております。
　その後、平成 16 年に策定された「市庁舎移転候
補地比較検討内容調査業務報告書」をもとに平成
19 年３月までの６年間の間に、今の別館のある地
区と中心市街地の２候補地に絞り込んだ状況です。
　庁舎の現況ですが、執行部の考える問題点と課
題は、次の６点です。
１　庁舎本館が国の史跡内にあり、文化庁から早
期移転を迫られている。

２　庁舎が分散されており、市民に対して利便性
が悪く、十分な市民サービスができない。

３　収納スペース、打合せスペースなど全体的に
スペースが不足している。

４　庁舎本館は築 50 年を経過し、ユニバーサルデ
ザインといったバリアフリーなどに対応してい
ない。

５　調査で耐震不足が指摘、震度５強で損壊のお
それがあり、耐用年数も過ぎつつある。

６　東日本大震災のあと、市庁舎が防災・災害の
復興拠点施設としての機能が重要視されている。

　説明を受けたあと、委員からは、建設の財源面や
他の候補地などについての質問があっております。

【今後の動き】
　「知る、調べる、考える」というプロセスで進め
ることが肝要であり、今回は「知る」という段階、
今後は「調べる」というスタンスで、建設場所の
選定方法、立地のあり方などを
課題に、周辺自治体の庁舎建設
の動きや、全国のユニークな取
り組みを調査確認し、次の課題
にすることとしました。

　平成 24 年９月 25 日に設置されました本特別委
員会ですが、今議会における審査で２回目の開催
となりました。
　今回からが実質的な審査のスタートとなります
ので、まずは、前期「球磨川水系の治水・防災に
関する特別委員会」の経過についてと、本委員会
の目的及び調査内容について並びに次回開催につ
いての３項目について審査を行いました。
　本特別委員会の前身とも言える前期特別委員会
で審査されてきました内容については、まずは委
員として認識しておく必要があることから、その
経過及び概要について説明を受けました。
　次に、本特別委員会の目的と調査内容について
は、今後の方向性を明確にするために議論を行い、
次のように決定しました。
　目的は、
　球磨川水系の治水・災害対策及び広域的災害の
防災対策に関する諸問題の調査を目的とする。

　調査内容は、
　　①球磨川水系の治水対策について
　　②ダムによらない治水を検討する場について
　　③球磨川水系の防災対策について
　　④広域的災害の防災対策について
　　⑤関連機関との意見・情報交換について
　次回開催については、決定した本特別委員会の
目的及び調査内容を踏まえ、球磨川水系 13 河川
の現地確認、御溝川の治水に関して県が関係町内
に説明した内容及び今までの経過、関係機関との
意見交換会の実施、川内原発への視察、ダムによ
らない治水を検討する場の
現状についてといった様々
な項目が上がりましたので、
今後それらを調整し、次回
の審査項目または今後の調
査検討課題とすることとし
ました。

●委員長　村上　恵一　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　高瀬　堅一・井上　光浩・笹山　欣悟・西　信八郎
　　　　　仲村　勝治・三倉美千子・永山　芳宏市庁舎建設に関する特別委員会報告

●委員長　田中　哲　　●副委員長　犬童　利夫
●委　員　宮﨑　保・村口　隆・大塚　則男・平田　清吉
　　　　　豊永　貞夫・川野　精一・森口　勝之治水・防災に関する特別委員会報告
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県
事
務
局
か
ら
新
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な
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組
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の
提
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が
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行
っ
て
い
き
た
い

が
、
地
域
的
な
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困
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。
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文
化
財
の
指
定
の
な
い
古
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寺
は
修
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の
補
助
金
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「
人
吉

市
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ま
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づ
く
り
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援
事
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と
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制
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改
修
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し
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野
小
学
校
、
西
瀬

小
学
校
鹿
目
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と
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で
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と
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に
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か
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全
国
的
に
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修
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の
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と
協
議
を
重
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い
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事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
当
該
路
線
の
必
要
性
や
緊

急
性
等
に
よ
り
優
先
順
位
を
決
定
し
、

実
現
性
を
考
慮
し
な
が
ら
事
業
に
着
手

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問　

河
川
堤
防
の
整
備
管
理
の
現
状
と
今

後
の
竹
の
伐
採
計
画
に
つ
い
て
は
。

答　

河
川
堤
防
の
除
草
に
つ
い
て
は
、
国

交
省
八
代
河
川
国
道
事
務
所
長
か
ら
委

託
を
受
け
て
、
年
間
２
回
実
施
し
て
い

る
。
一
部
区
間
に
竹
等
の
自
生
が
見
ら

れ
る
が
、
除
草
委
託
に
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。
竹
等
の
伐
採
や
除
草
の
回
数
に

つ
い
て
は
、
国
交
省
や
県
へ
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。

平田　清吉
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防
災
行
政
無
線
工
事
の

現
況
と
今
後
の
取
組
み

問　

防
災
行
政
無
線
設
備
工
事
の
現
況
と

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

答　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
は
市
内
64
カ
所
に

設
置
す
る
。
25
年
４
月
か
ら
運
用
を
開

始
予
定
で
あ
る
が
、
運
用
後
に
音
声
が

届
か
な
い
エ
リ
ア
が
あ
れ
ば
、
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
の
設
置
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
全
世
帯
設

置
は
財
政
上
か
ら
難
し
い
。
町
内
会
長

宅
な
ど
優
先
的
に
設
置
す
べ
き
と
こ
ろ

を
絞
り
込
み
計
画
的
に
配
備
し
た
い
。

　
　

関
係
町
内
会
と
日
程
等
を
調
整
し
、

取
扱
い
や
説
明
会
を
実
施
す
る
。

問　

防
災
備
蓄
品
の
配
備
に
つ
い
て
。

答　

備
蓄
場
所
は
各
校
区
の
避
難
所
等
に

保
存
水
、
乾
パ
ン
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電

機
を
備
蓄
し
て
い
る
。

※ 

そ
の
他
、
災
害
時
避
難
所
の
見
直
し
や

消
防
広
域
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

犬童　利夫

き
の
こ
生
産
組
合
の

キ
ク
ラ
ゲ
栽
培
に
つ
い
て

問　

本
年
の
キ
ク
ラ
ゲ
栽
培
の
実
績
は
。

ま
た
、
昨
年
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

答　

本
年
の
菌
床
数
が
12
万
４
，５
０
０
床
、

生
産
量
が
51
ト
ン
、
昨
年
の
菌
床
数
が

５
万
６
千
床
、
生
産
量
が
53
ト
ン
で
、

生
産
量
は
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
る
。

問　

生
産
量
が
少
な
か
っ
た
理
由
は
。

答　

現
在
、
調
査
中
。

問　

生
産
者
の
現
状
は
。

答　

本
市
が
説
明
し
て
き
た
収
益
内
容
を

大
き
く
下
回
り
、
持
ち
出
し
が
発
生
し
、

生
産
意
欲
を
失
っ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
る
。

問　

現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
と
し
て
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

答　

原
因
究
明
し
、
高
品
質
の
も
の
を
生

み
出
す
努
力
を
し
、
所
得
向
上
に
向
け

て
連
携
強
化
す
る
と
共
に
職
員
を
民
間

へ
派
遣
し
研
究
す
る
。

松岡　隼人

第
一
市
民
運
動
広
場
の

方
向
性
に
つ
い
て

問　

第
一
市
民
運
動
広
場
の
現
状
に
対
す

る
市
長
の
見
解
は
。

答　

第
一
市
民
運
動
広
場
に
つ
い
て
は
、

昭
和
53
年
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
改
善

を
図
る
部
分
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
が

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

等
で
活
発
に
こ
の
施
設
を
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
改
修
等
に
よ
り
安
全
で
快

適
な
施
設
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
多
額

の
事
業
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
財
政

面
も
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
改
修
で
き
る
よ
う
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
他
に
「
長
崎
国
体
２
０
１
４
」
に
お
け

る
人
吉
市
開
催
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
を
質
問
し
ま
し
た
。 村口　　隆

畜
産
ヘ
ル
パ
ー
の

創
設
に
つ
い
て

問　

人
吉
市
畜
産
会
に
お
い
て
、
高
齢
に

な
っ
て
も
牛
飼
い
を
続
け
る
た
め
に
は

ど
ん
な
支
援
が
必
要
と
思
う
か
と
い
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

畜
産
ヘ
ル
パ
ー
の
創
設
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

人
吉
市
畜
産
会
の
総
会
、
役
員
会
、

そ
の
他
現
場
で
畜
産
農
家
か
ら
様
々
な

意
見
や
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

ヘ
ル
パ
ー
制
度
に
つ
い
て
も
、
乳
用

牛
ヘ
ル
パ
ー
制
度
へ
の
一
部
助
成
や
肉

用
牛
等
へ
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
の
で
、
参
考
に
し
な
が

ら
畜
産
農
家
の
支
援
が
で
き
る
よ
う

努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

※
そ
の
他
、
行
政
改
革
よ
り
組
織
機
構
改

革
に
つ
い
て
、
市
民
の
声
よ
り
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
の
使
用
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

笹山　欣悟
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人
吉
市
ま
ち
づ
く
り

親
善
大
使
交
流
に
つ
い
て

問　

市
ま
ち
づ
く
り
親
善
大
使
の
末
次
利

光
氏
の
野
球
教
室
に
つ
い
て
、
参
加
人

数
と
そ
の
反
応
は
。

答　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
・
メ
ソ
ッ
ド
九
州
ア

カ
デ
ミ
ー
の
体
験
教
室
に
は
、
全
体
で

79
人
が
参
加
。
大
変
好
評
だ
っ
た
。

問　

親
善
大
使
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ

き
、
実
際
に
交
流
、
体
験
を
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。（
例
え
ば
プ
ロ
野
球
観

戦
な
ど
）

答　

良
い
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
厳
し
い

財
政
状
況
な
の
で
検
討
し
た
い
。

問　

石
野
公
園
の
利
用
促
進
策
と
し
て
収

蔵
品
と
共
に
地
元
陶
芸
家
の
作
品
を
展

示
し
て
い
く
考
え
は
。

答　

地
元
に
は
秀
逸
な
工
芸
家
が
お
ら
れ
、

関
係
者
に
相
談
し
な
が
ら
展
示
し
て
い

き
た
い
。「
石
野
公
園
活
性
化
基
本
計
画
」

を
策
定
し
市
民
、
観
光
客
で
賑
わ
う
公

園
を
目
指
し
た
い
。

井上　光浩

人
吉
市
ク
リ
せ
ん
定作

業
支
援

問　

ク
リ
の
出
荷
量
と
単
価
は
。
ま
た
、

他
町
村
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

平
成
21
年
度
が
１
５
０
ト
ン
、
今
年

が
１
０
８
ト
ン
で
、
キ
ロ
当
た
り
平
均

単
価
が
６
７
７
円
で
あ
る
。

　
　

他
町
村
も
21
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
る
。
単
価
も
キ
ロ
当
た
り

６
９
５
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　

せ
ん
定
作
業
員
の
確
保
は
。
ま
た
、
不

足
す
る
場
合
の
対
応
は
。

答　
Ｊ
Ａ
く
ま
の
ク
リ
部
会
員
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
て
確
保
し
て
い
る
。

不
足
す
る
場
合
は
、
せ
ん
定
講
習
会
を

受
講
し
、
作
業
名
簿
に
登
録
し
作
業
員

と
し
て
従
事
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
く
。

問　

支
援
は
今
後
も
継
続
す
る
の
か
。

答　

24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
３
年
間
行

い
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
生
産
農
家

自
ら
自
主
的
に
せ
ん
定
作
業
を
行
っ
て

も
ら
い
た
い
。

宮﨑　　保

人
吉
城
跡
の
樹
木
に

説
明
文
・
名
札
を

問　

城
内
の
樹
木
に
は
、
い
わ
れ
や
、
伝

承
が
あ
る
樹
木
が
多
い
と
考
え
る
が
、

人
吉
城
跡
の
建
造
物
と
と
も
に
城
内
で

暮
ら
し
た
人
々
の
生
活
環
境
が
わ
か
れ

ば
観
光
客
へ
の
案
内
や
児
童
、
生
徒
の

自
然
科
学
の
学
習
に
役
立
つ
の
で
は
な

い
か
。
城
内
の
樹
木
に
説
明
文
・
名
札

を
設
置
で
き
な
い
か
。

答　

城
跡
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
と
し

て
、
歴
史
の
生
き
証
人
の
よ
う
な
樹
木

の
標
柱
や
説
明
板
な
ど
の
サ
イ
ン
の
設

置
は
可
能
。
暮
ら
し
と
関
係
の
あ
る
樹
木

は
研
究
を
進
め
て
サ
イ
ン
の
設
置
を
検
討

し
、
人
吉
城
の
い
に
し
え
の
暮
ら
し
と
環

境
を
想
像
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

※
人
吉
市
の
古
木
・
名
木
百
選
の
調
査
、

ふ
れ
あ
い
の
木
指
定
木
の
追
加
、
水
の

手
門
の
イ
チ
イ
ガ
シ
は
樹
勢
が
な
く
調

査
の
必
要
性
等
を
質
問
し
た
。

仲村　勝治

中
世
文
化
の
息
づ
く

地
域
づ
く
り

問　

県
知
事
は
、
県
南
振
興
策
を
明
言
さ

れ
な
が
ら
、今
後
の
戦
略
の
中
で
「
加
藤
・

細
川
ヘ
リ
テ
ー
ジ
（
遺
産
）」
が
前
面

に
出
て
、
県
南
の
歴
史
文
化
の
記
述
が

な
い
。
県
内
歴
史
の
中
で
、
相
良
氏
の

文
化
を
ど
う
位
置
づ
け
た
ら
い
い
と
思

う
か
。

答　

県
主
導
の
企
画
の
中
に
相
良
家
の
記

述
が
な
い
の
は
淋
し
い
が
、
人
吉
球
磨

地
方
は
国
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
古
社
寺
の
約
９
割
が
集
中
す
る
全

国
で
も
特
異
な
地
域
で
あ
り
、
更
に
情

報
発
信
と
環
境
整
備
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

問　

今
後
、
歴
史
文
化
に
絞
っ
て
、
何
ら

か
の
県
営
の
施
設
を
誘
致
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
思
う
か
。

答　

中
世
文
化
の
宝
庫
で
あ
る
こ
の
地
域

に
、
県
立
の
中
世
文
化
研
究
所
の
誘
致

活
動
を
働
き
か
け
た
い
。

村上　恵一
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農
業
施
策
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

問　

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
に

伴
う
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
て
わ

か
っ
た
人
吉
農
業
の
問
題
点
と
課
題
は

何
か
。

答　

10
年
後
の
地
域
農
業
を
見
て
、
大
半

の
農
家
の
方
々
が
農
業
経
営
者
の
高
齢

化
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
後
継
者
の

減
少
な
ど
を
心
配
さ
れ
、
地
域
の
農
業

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
中
心
と

な
る
担
い
手
の
確
保
や
集
落
営
農
組
織

の
設
立
と
農
地
の
集
積
が
必
要
と
い
う

結
果
で
あ
っ
た
。

問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

校
区
ご
と
の
説
明
会
の
後
、
農
地
の

集
積
や
青
年
就
農
意
欲
を
喚
起
す
る
た

め
に
、
担
い
手
農
家
へ
の
支
援
措
置
等

を
考
慮
し
、
プ
ラ
ン
作
成
を
行
い
24
年

度
中
に
人
吉
市
人
・
農
地
プ
ラ
ン
検
討

会
を
設
置
し
、
県
の
承
認
を
取
り
た
い

と
考
え
る
。

西　信八郎

農
業
振
興

「
キ
ク
ラ
ゲ
栽
培
に
つ
い
て
」

問　

キ
ク
ラ
ゲ
栽
培
に
つ
い
て
、
当
初
の

計
画
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
よ
う
だ
が

そ
の
要
因
は
。
ま
た
現
状
の
課
題
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
今
後

ど
の
よ
う
な
方
策
で
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
の
か
。

答　

当
時
は
参
考
と
す
る
資
料
が
あ
ま
り

な
く
、
当
時
の
国
産
品
の
単
価
で
積
算

し
た
。
課
題
と
し
て
、
収
穫
量
が
減
っ

た
原
因
の
究
明
と
、
今
後
の
品
質
向
上

と
安
定
し
た
生
産
に
取
組
む
こ
と
が
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
キ
ク
ラ

ゲ
栽
培
が
始
ま
っ
て
２
年
目
。
様
々
な

課
題
が
出
て
き
た
。
こ
う
い
う
と
き
に

こ
そ
生
産
減
少
の
原
因
究
明
と
検
証
が

大
切
。
市
と
し
て
も
き
の
こ
生
産
組
合

と
連
携
し
、
個
々
人
の
不
安
解
消
に
努

め
て
い
く
。

※
市
に
は
率
先
し
て
模
索
し
行
動
し
て
ほ

し
い
と
強
く
要
望
し
た
。

高瀬　堅一

い
じ
め
問
題

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

問　

い
じ
め
問
題
は
、
子
ど
も
だ
け
で
は

な
く
、
大
人
の
い
じ
め
問
題
も
深
刻
で

あ
る
。
本
市
の
対
応
と
し
て
Ｄ
Ｖ
、
パ

ワ
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

人
権
相
談
の
状
況
と
、
関
係
機
関
へ
の

連
携
の
状
況
は
。

答　

各
部
署
で
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
を
受
け

た
件
数
は
、
23
年
度
が
17
件
、
24
年
度

が
12
月
ま
で
に
14
件
。
連
携
と
し
て

人
権
問
題
な
ど
は
法
務
局
と
連
携
し
て

い
る
。

問　

消
費
者
教
育
の
推
進
法
に
つ
い
て
、

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
、
還
付
金
詐
欺
な
ど

か
ら
、
消
費
者
自
ら
身
を
守
る
た
め
に
、

消
費
者
教
育
を
学
校
、
高
齢
者
に
対
し

て
お
こ
な
う
法
律
が
成
立
し
た
。
本
市

の
考
え
は
。

答　

法
施
行
後
、
県
の
推
進
計
画
が
策
定

さ
れ
た
な
ら
ば
、
本
市
で
も
計
画
を
策

定
し
て
い
き
た
い
。

豊永　貞夫

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を

活
用
し
た
地
域
お
こ
し

問　

近
年
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
を
中
心
と
し

た
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
分
野
で
、
地

域
お
こ
し
を
行
う
自
治
体
が
出
て
き
た
。

市
の
考
え
は
。
ま
た
、
教
育
分
野
で
の

活
用
は
。

答　

観
光
分
野
で
は
「
夏
目
友
人
帳
」
の

ア
ニ
メ
ロ
ケ
地
で
あ
る
当
地
に
お
い
て
、

夏
目
友
人
帳
を
活
用
し
た
取
組
み
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
の
取
組
み
を
研
究
し
、

地
域
お
こ
し
に
お
い
て
若
い
世
代
の
可

能
性
を
感
じ
て
い
る
。
教
育
分
野
で
の

可
能
性
も
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

映
画
「
山
頭
火
」
の
人
吉
ロ
ケ
の
予

定
が
25
年
の
春
と
聞
く
。
今
後
、
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
の
可
能
性
は
。

答　

大
規
模
な
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
な
く
、
当
地
の
実
情
に
則
し
た
取
組

み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

川野　精一
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平成24年12月定例会の議案等の審査結果
番　　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議第 49 号 平成２３年度人吉市水道事業特別会計決算の認定について 原案認定

議第 60 号 平成２３年度人吉市歳入歳出決算認定について 原案認定

議第 61 号
専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度人吉市一般会計補
正予算（第４号））

原案承認

議第 62 号 平成２４年度人吉市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議第 63 号 平成２４年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第 64 号 平成２４年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第 65 号 平成２４年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第 66 号 人吉市部設置条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第 67 号 人吉市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第 68 号
人吉市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

原案可決

議第 69 号 人吉市環境対策基金条例の制定について 原案可決

議第 70 号 市道占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第 71 号 人吉市水道条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第 72 号 人吉市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第 73 号 人吉市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第 74 号
人吉市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を
定める条例の制定について

原案可決

議第 75 号 公の施設の指定管理者の指定について 原案可決

議第 76 号 川辺川総合土地改良事業組合の解散について 原案可決

議第 77 号 川辺川総合土地改良事業組合の解散に伴う財産処分について 原案可決

議第 78 号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 原案同意

請願・陳情の審査結果について
委員会 請願・陳情の内容 審査結果

総務文教委員会
学校図書館の蔵書整備・充実に関する陳情 採　　択

第一市民運動広場の整備及び設備の改修を求める陳情 継続審査

厚 生 委 員 会
認可外保育施設に通う子ども達への助成を求める陳情 継続審査

最低保障年金制度の創設を求める陳情 不 採 択

経済建設委員会
市営住宅建設に関する陳情 継続審査

市道中神地内第８号線道路拡張についての陳情 継続審査
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平成 23 年度歳入歳出決算を認定平成 23 年度歳入歳出決算を認定

平成 23 年度水道事業特別会計決算を認定

市議会への陳情の取り扱いが変わりました市議会への陳情の取り扱いが変わりました

　平成 23 年度決算を審査するため、9月定例会で決算特別委員会を設置しました。審査は５

回にわたって行い、各部・課ごとに決算の概要の説明を受け、質疑・応答を行い慎重に審査し

ました。

　11 月 27 日の本会議において、委員長から審査の経過及び結果について報告を行い、歳入歳

出決算については、認定されました。

　厚生委員会に付託された案件は、9月定例会で継続審査とし、閉会中に 3回にわたって慎重

に審査を行いました。

　11 月 27 日の本会議において、委員長から審査の経過及び結果について報告を行い、水道事

業特別会計決算は、認定されました。

　陳情の取り扱いについては、原則市内在住者からの陳情についてのみ、審査対象とすること

となりました。

　また、市外在住者の方と市内在住者の方の連名による陳情の場合は、市内在住の方が代表で

あることを条件とします。

　市外からの陳情や郵送によるものは、参考資料として議員に配付するのみとなります。

　なお、陳情の受付は、これまでどおり持参により、締切日は一般質問 1日目の午前中までと

なっております。

※陳情は、市政などについて市民が直接行政、市議会に要望できる制度です。

　問い合わせ先　　議会事務局議事係

　　　　　　　　　　　電話２２－２１１１（内線３３１３）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
市
民
の
皆
様
方
か
ら
、
市

議
会
に
対
し
多
数
の
ご
意
見
ご
要
望

ご
提
案
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆

様
方
の
声
を
市
政
に
届
け
て
い
く
の

が
我
々
の
大
事
な
役
割
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
年
も
ま
た
変
わ
ら
ず
ご

指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
の
東
日
本
大
震
災
か
ら

約
二
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
改
め
て

市
民
の
皆
様
方
の
生
命
・
財
産
を
守

り
抜
く
た
め
の
施
策
の
重
要
性
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
築
後
50
年
を
経
過
し

た
市
庁
舎
（
防
災
拠
点
）
の
移
転
建

設
は
喫
緊
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
様
々
な
ご
意
見
を
お
気

軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
ま
せ
。

　

本
年
も
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
：
森
口　

勝
之
）

【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長
／
永
山
芳
宏

副
委
員
長
／
森
口
勝
之

委　
　

員
／
宮
﨑　

保　
　

高
瀬
堅
一

　
　
　
　
　

大
塚
則
男　
　

犬
童
利
夫

　
　
　
　
　

豊
永
貞
夫　
　

笹
山
欣
悟

次
の
定
例
会
は
３
月
で
す
。
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平成25年１月24日（木）
時間：19時～

人吉市東間コミュニティ
センター
　　　住所：熊本県人吉市蟹作町1531-1
　　　電話：0966-24-3381

平成25年１月24日（木）
時間：19時～

人吉市東西コミュニティ
センター
　　　住所：熊本県人吉市城本町1088
　　　電話：0966-28-3230

永　山　　芳　宏
村　上　　恵　一
三　倉　美千子
西　　　信八郎
川　野　　精　一
松　岡　　隼　人
大　塚　　則　男
宮　﨑　　　　保
村　口　　　　隆

森　口　　勝　之
田　中　　　　哲
仲　村　　勝　治
笹　山　　欣　悟
豊　永　　貞　夫
井　上　　光　浩
犬　童　　利　夫
平　田　　清　吉
高　瀬　　堅　一

２会場での同時開催となります。どなたでもお気軽にご参加ください。

皆様のご意見ご要望をお聞かせください。

議会報告会
及び意見交換会

議会報告会の内容

①三常任委員会報告

②市議会や市政への
要望などの意見交
換会

お問い合わせ：人吉市議会事務局　㈹ 電話０９６６－２２－２１１１

１班 ２班


